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論　文　の　内　容　の　要　旨

　本論文は，日常生活支援ロボットの実現と普及を目指し，具体的なロボットの応用例として実際に構築し

た「遠隔地の物体操作をサービスとして提供するロボットシステム」に関するものである。

　本研究では，遠隔地にある物体を自分の意図通りに操作可能とするサービスを提供する日常生活支援ロ

ボットを提案し，実際にシステムを構築することを通して，その実現可能性を示すことを目的としている。

本研究では，具体例として「遠隔図書閲覧システム」と，「遠隔ショッピングシステム」の二つのアプリケー

ションを提案し，システムを実際に構築している。開発された二つのシステムは，移動ロボット上に，そ

れぞれ対象に応じて設計されたアームとハンド，物体の 3次元形状を計測するセンサを搭載している。GUI

の操作により外部のコンピュータからネットワークを介してロボットにアクセスし，利用者の指示通りに

物体を操作できる。実際に実物を対象とした実験を行い，遠隔から物体を操作することに成功している。

　本論文は，全 6章からなる。

　第 1章は序論であり，本研究の背景と目的について述べている。第 2章では，本研究で対象とする目的の

動作として遠隔地からの物体操作について述べ，これをサービスとして提供することを通じて人間の日常生

活の支援を行うロボットについて述べている。第 3章では，第一の具体例として，遠隔地にある図書を離れ

た場所からインターネットを通して閲覧するサービスを実現するためのロボットを提案しており，実際に構

築したシステムと，それを利用して行った実験について述べている。第 4章では，第二の具体例として，スー

パーマーケットの生鮮食料品を離れた場所から自分の目で確認しながら選定するシステムを提案しており，

実際に構築したシステムと，それを利用して行った実験について述べている。第 5章では，本研究で提案し

た遠隔物体操作サービスロボットの実現可能性と将来性について検討している。

　第 6章は結論であり，本論文の総括を述べている。



－ 294 －

審　査　の　結　果　の　要　旨

　これまで主に産業に用いられてきたロボットを人間の日常生活に普及させるためには，ロボットがどのよ

うな場面でどのように役に立つのかを，具体的な応用例に対して実システムを構築して見せることが重要で

ある。著者は，このアプローチに沿って二つのシステムを考案し，実際の装置を設計，製作して実現してお

り，評価できる。システムの構築は，ハードウェアの設計，製作から，動作のためのソフトウェア開発まで

をすべて自ら行っており，これらは著者の高い研究能力を示している。著者が構築したシステムは各種のメ

ディアにも取り上げられており，多くの反響を得ている。本論文の成果は，知能ロボットの研究分野で学術

上意義があるとともに，実際のシステム構築の面でも今後のシステム開発の礎となることが期待でき，将来

のロボットの発展に寄与するものと考えられる。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。




